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はじめに

本稿の 目的は,道 徳科における教材開発について

考察することにある.す なわち,道 徳科で教材開発

が必要なのはなぜか という問題 さらには,ど うい

う資料が開発 されるべ き教材 としてふさわしいのか

という問題を考察する.さ らに,開 発された教材に

対する教材研究の方法にはどのようなものがあるの

かという問題 も考察の対象に含める.

ところで,教 材開発の必要性や教材のふさわしさ

といった問題は,学 習指導要領においてすでに述べ

られてお り,わ ざわざ考察する必要などないではな

いか,と 言われるか もしれない.た しかに,そ れら

のことについて,学 習指導要領で言及されてはいる.

けれども,不 思議なことに,教 科書(お よび副読本)

の中には,ふ さわ しい とは思われ ないような教材
一 もちろんすべてではないけれ ども 一 が少な

からずある(第1章 で後述).

また,教 材研究について言 うと,学 習指導要領で

はほとんど触れ られていないi教 材研究を論 じた

先行研究に関して言えば,道 徳科の教材研究につい

ての論文 も,思 いのほか少ない。CiNii(Nii学 術情

報ナビゲータ)に おいて 「道徳」および 「教材研究」

で検索する と,本 稿執筆時点で ヒッ ト数は6件 で

あった2.

それらの先行研究のうち,本稿では,柴 山英樹 「中

学校の道徳教育における教材研究と指導方法に関す

る一考察 一 小学校読み物資料を中学校で読み直す

ための試案」 を参考 にしている3.あ る程度体系的

な教材研究の方法論 を活用 しなが ら,道 徳科の授業

の考察を行っている数少ない論考の一つだからであ

る.と くに重要なのが,柴 山が教材研究の方法とし

て採用する小笠原喜康の教材研究方法論である(第

3章 で後述).

もっとも,言 うまでもなく,道 徳科の教材研究に

ついての論文数が少ないことが,道 徳科において教

材研究が行われていないことを意味するものではな

い.道 徳科における教材研究についての確定された

理論がないだけであ り,現 場ではそれぞれの教師が

それぞれ独 自の方法で教材研究を行っているであろ

う.と もあれ,本 稿では,道 徳科でそれぞれ独自に

行われている教材研究についての,あ る程度普遍的

な理論的要素を挟出することをねらいとしている.

論述の順序 としては,は じめに,教 材開発の必要

性について考察する.教 材開発についての学習指導

要領での規定をふまえつつ,筆 者の考える教材開発

の必要性の根拠 を示 したい.次 に,思 考を触発する

ような教材の条件について考える.最 後に,教 材研

究の方法を検討する.

1.教 材開発の必要性

(1)教 科書 との関係

まず,教 材開発 と教科書 との関係性 について,法

律等の規定を確認 しておこう,と いうのは,次 のよ

うな疑問が生 じるからだ.す なわち,道 徳科には検

定教科書や 『わたしたちの道徳』等があるのに,教

科書以外の教材を開発する正当性はどこにあるのだ

ろうか,と 。教科書を使用せずに,独 自に開発 した

教材を授業で使用 した場合,法 律に抵触することは

ないのだろうか.

この問題に関 して,「学校 における補助教材の適

正 な取扱いについて(通 知)」(文 科省,2015年.

以下 「通知」 と略す。)に は,以 下のように述べ ら

れている.
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